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序　課題と方法




が，本稿では，昭和 26 年改訂以前の東京高等師範学校附属小学校の 3 種のカリキュラム開発を対象
として，コア・カリキュラム（第 1 章），教科型カリキュラム（第 2 章），そして広域型カリキュラム









































次いで「課題表」が作成された。12 領域の 6 年分で約
600 項目の課題が整理された。これらの課題を解決する














































































































呂敷単元と言われるものが，いくつもあった」と反省して，第 2 次の「新単元表」（図表 5）が作成
された。新旧を比較すると，1 年では，「たのしい学校」⇒「わたくしたちの学校」，6 年では，「土地
と生物」⇒「日本の資源」など 24 件が改訂され，かつ，35 単元から 32 単元へと整理され 1 単元の


































































































































































































































































いう授業であり，他方，コア・カリキュラムは，「1 日中，1 週間中，時には，1・2 ケ月間も，ただ
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一つの単元の学習を続ける」という仕方で，このようなカリキュラムは，「決して児童の興味に即し













































は「基礎技術」の枠が設定されている。1 年生の 6 月と 10 月には「字のおけいこ」，9 月には「国語






















































同校の研究成果からだけ，昭和 26 年改訂の意味を論じることは難しいが，「昭和 26 年改訂学習指導
要領」（図表 10）のように，教科ごとの時間数が示されず，国語・算数で 40 ～ 35％，社会・理科で



















































 1） 文部省教科書局実験学校連盟編『生活カリキュラム構成の方法』　六三書房　昭和 24 年 6 月 5 日　14 ～ 16 頁。
なお，以下の文章において，引用以外は，「コーア・カリキュラム」は「コア・カリキュラム」で統一する。
 2） 同上書　46 ～ 48 頁
 3） 同上書　49 頁，80 頁
 4） 同上書　69 頁
 5） 同上書　78 ～ 80 頁
 6） 同上書　119 頁
 7） 同上書　116 ～ 125 頁
 8） 東京高等師範学校附属小学校内初等教育研究会『コーア・カリキュラムの研究』　教育科学社　昭和 24 年 11
月 20 日　2 頁
 9） 東京高等師範学校附属小学校内初等教育研究会『学習目標分析』　教育科学社　昭和 24 年 11 月 20 日　1 頁
10） 前掲『コーア・カリキュラムの研究』　3 頁
11） 同上書　6 ～ 7 頁
12） 同上書　6 ～ 9 頁。奈良女子高等師範学校附属小学校学習研究会『正しいしつけ』　秀英出版　昭和 25 年 10
月
13） 前掲『コーア・カリキュラムの研究』　136 ～ 137 頁
14） 同上書　9 頁
15） 東京高等師範学校附属小学校内初等教育研究会『教科カリキュラムの研究』　昭和 24 年 11 月 8 日　3 頁







23） 同上書　29 ～ 31 頁
24） 同上書　5 頁
25） 同上書　9 ～ 10 頁





30） 水原克敏『現代日本の教育課程改革』　風間書房　1992 年　272 ～ 273 頁
31） 前掲『広域カリキュラムの研究』　3 ～ 6 頁
32） 同上書　89 頁
33） 同上書　6 ～ 7 頁
34） 同上書　「第二部　国語指導計画」（第 1 ～ 6 学年）　10 ～ 15 頁
35） 同上書　「自然学習（算数指導内容一覧表）」（第 1 ～ 6 学年）18 ～ 20 頁
36） 同上書　70 頁
37） 同上書　76 ～ 77 頁
38） 同上書　83 頁
39） 文部省『学習指導要領　一般編（試案）　昭和 26 年（1951）改訂版』　昭和 26 年 7 月 10 日　18 頁（国立教
86 戦後改革期における文部省実験学校の研究成果（水原）
育研究所内戦後教育改革資料研究会『文部省学習指導要領　1　一般編』所収　日本図書センター　昭和 55
年 12 月 25 日）
40） 水原克敏「戦後改革期におけるコア・カリキュラムの開発研究─東京学芸大学附属小学校の『複合型カリキュ
ラム』─」を参照。早稲田大学教育・総合科学学術院『学術研究─人文科学・社会科学編』　第 63 号　2015
年 3 月 28 日　1 ～ 24 頁
41） 奈良女子高等師範学校附属小学校学習研究会『たしかな教育の方法』　秀英出版　昭和 24 年 5 月，東京学芸
大学第一師範男子部附属小学校編著『カリキュラムの構成と実際』　学芸図書出版　昭和 24 年 12 月
42） 前掲『学習指導要領　一般編（試案）　昭和 26 年（1951）改訂版』　21 頁
43） 同上書　17 頁
44） 文部事務官木宮乾峰『小学校教育課程の解説』　新光閣　昭和 26 年 4 月 15 日　10 ～ 12 頁
